
人
類
の
歴
史
は
、
野
生

鳥
獣
と
の
関
わ
り
の
歴
史

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

日
本
人
も
、
太
古
か
ら

こ
の
国
に
住
む
野
生
鳥
獣

と
は
深
く
関
わ
り
を
も
っ

て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
列
島
に
お
い
て
は
、

旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代

に
は
狩
猟
が
、
植
物
採
集

や
漁
労
活
動
と
と
も
に
主

要
な
生
業
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
の
人
間
は
、

他
の
動
物
と
同
じ
よ
う
に

自
然
の
食
物
連
鎖
の
中
で

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

す
で
に
人
間
は
、
食
物
連

鎖
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

弥
生
時
代
に
稲
作
農
業

が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、

こ
れ
ま
で
山
の
幸
で
あ
っ

た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
、

害
獣
と
し
て
人
々
を
悩
ま

す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

縄
文
時
代
は
、
す
で
に

犬
（
縄
文
柴
犬
）
は
飼
わ

れ
て
い
て
主
に
狩
猟
に
、

弥
生
以
降
は
狩
猟
だ
け
で

は
な
く
、
今
で
い
う
有
害

駆
除
に
も
使
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

弥
生
時
代
の
貧
し
い
時

代
に
お
い
て
の
獣
害
は
、

ま
さ
に
死
活
問
題
で
す
。

人
間
は
そ
れ
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら

し
乍
ら
、
作
物
と
自
分
た

ち
の
命
を
守
っ
て
き
た
と

い
う
、
農
業
と
害
獣
の
因

果
関
係
は
、
太
古
か
ら
続

い
て
い
て
、
野
生
動
物
と

の
日
々
の
営
み
が
生
活
習

慣
や
文
化
に
ま
で
影
響
を

及
ぼ
し
な
が
ら
現
代
に
至
っ

て
い
ま
す
。

今
日
、
直
面
し
て
い
る

こ
ん
に
ち

野
生
動
物
と
の
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
も
、
そ
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
つ
違
う
の
は
、
人
間
は

長
い
歴
史
の
中
で
、
有
限

資
源
を
浪
費
。
そ
れ
が
自

然
破
壊
に
つ
な
が
り
、
野

生
鳥
獣
の
生
息
域
を
も
縮

め
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
は
、
「
人
間
が

生
き
て
い
く
た
め
」
に
、

と
い
う
大
義
名
分
が
つ
き

ま
す
が
、
野
生
鳥
獣
か
ら

見
る
と
大
き
な
自
然
破
壊

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
業
被
害
が
深
刻
化
し
、

私
た
ち
は
、
野
生
動
物
と

の
関
わ
り
を
考
え
直
す
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

獣
害
対
策
は
、
自
然
環

境
の
再
生
・
保
護
、
生
態

系
保
全
と
い
う
方
向
か
ら

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
す
。

中
山
間
地
域
で
は
、
い

ま
、
里
山
が
地
域
社
会
に

占
め
る
重
要
性
を
見
直
さ

れ
、
里
山
の
再
生
が
極
め

て
重
要
な
課
題
と
し
て
提

起
さ
れ
て
い
ま
す
。
里
山

は
、
人
間
の
住
む
集
落
と

動
物
が
住
む
山
と
の
中
間

的
な
世
界
で
あ
り
、
共
生

的
な
空
間
と
し
て
生
物
の

多
様
性
を
、
絶
妙
な
バ
ラ

ン
ス
で
育
ん
で
い
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
で
す
。

日
本
の
原
風
景
・
心
の

ゆ
た
か
さ
を
育
ん
だ
里
山

が
、
今
、
全
国
各
地
で
荒

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
日
本
の
生
物
多

様
性
が
そ
こ
な
わ
れ
、
土

砂
災
害
や
農
業
へ
の
鳥
獣

害
被
害
な
ど
も
起
き
て
い

ま
す
。

今
や
鳥
獣
害
問
題
は
、

鳥
獣
に
よ
る
人
間
に
対
す

る
一
方
的
な
加
害
で
は
な

く
、
そ
の
背
景
に
人
為
的

な
自
然
破
壊
が
前
提
に
あ

る
と
い
う
こ
と
を
決
し
て

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

鳥
獣
害
問
題
解
決
の
道

は
、
森
林
整
備
・
里
山
再

生
に
尽
き
る
と
考
え
ま
す
。

鳥
獣
害
問
題
は
、
今
を

生
き
る
私
た
ち
自
身
が
解

決
し
、
次
世
代
に
つ
な
い

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
環
境
問
題
で
す
。

昨
今
の
野

生
動
物
対
策

は
、
野
生
動

物
の
保
護
管

理
と
い
う
色

合
い
が
強
く

な
り
、
被
害

を
解
消
し
な

が
ら
、
な
お

か
つ
野
生
動

物
・
自
然
環

境
を
保
全
す

る
と
い
う
の

が
主
流
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

対
策
の
基
本
は
、
野
生

獣
が
田
畑
に
出
て
き
に
く

い
環
境
作
り
が
第
一
で
す

が
、
そ
れ
で
も
里
へ
下
り

て
く
る
野
生
獣
を
水
際
で

食
い
止
め
る
最
終
防
衛
ラ

イ
ン
が
防
護
柵
で
す
。

設
置
の
基
本
は
、
野
生

動
物
の
生
態
と
習
性
を
よ

く
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
動
物
、
あ

る
い
は
環
境
に
対
し
、
何

が
効
果
的
な
の
か
、
何
故

効
果
が
あ
る
の
か
、
検
討

し
て
取
り
か
か
ら
な
け
れ

ば
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
コ
ス
ト
や
施
工

性
な
ど
の
対
応
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ス
ト
面
を
無
視
す
れ

ば
完
全
な
防
護
柵
が
で
き

ま
す
が
、
対
費
用
効
果
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。

爺
ち
ゃ
ん
・
婆
ち
ゃ
ん

の
、
自
家
用
菜
園
で
は
、

特
に
設
置
費
用
と
管
理

負
担
が
軽
い
も
の
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

柵
は
設
置
し
て
完
了
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
設
置
後
、

効
果
を
持
続
さ
せ
る
に
は
、

こ
ま
め
な
点
検
と
補
修
が

必
要
で
す
。

電
気
柵
は
、
金
網
柵
に

比
べ
、
設
置
が
簡
単
で
価

格
が
安
い
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
が
、
反
面
、
漏

電
防
止
の
草
刈
り
な
ど
、

頻
繁
な
管
理
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
感
電
事
故
に
も
十

分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

平
成
27
年
8
月
静
岡
県

西
伊
豆
町
で
発
生
し
た
電

柵
に
よ
る
人
身
事
故
が
思

い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

農
作
物
だ
け
を
柵
で
囲
っ

て
も
、
緑
草
が
食
べ
ら
れ

れ
ば
野
生
動
物
は
居
着
き

ま
す
。
柵
の
設
置
位
置
や

雑
草
管
理
へ
の
配
慮
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

★
近
頃
、
中
古
漁
網
が
市

販
さ
れ
、
防
護
ネ
ッ
ト
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

塩
（
潮
）
抜
き
を
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
か
え
っ

て
シ
カ
な
ど
を
呼
び
寄
せ

る
と
い
う
逆
効
果
を
招
き

ま
す
。
確
認
し
て
購
入
し

て
下
さ
い
。

★
融
雪
剤
の
成
分
も
塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
）
で
す
。

未
使
用
の
融
雪
剤
の
処
理

に
は
適
切
な
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

名
張
Ａ
・
Ｂ
群

平
成
27
年
度
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
結
果

Ａ
群
総
数
49
頭

オ
ト
ナ
オ
ス
3
頭

オ
ト
ナ
メ
ス
16
頭

ワ
カ
モ
ノ
メ
ス
３
頭

コ
ド
モ
16
頭

ア
カ
ン
ボ
９
頭

ハ
ナ
レ
４
頭

大
量
捕
獲
数
24
頭

捕
獲
後
推
定
数
25
頭

（
現
在
捕
獲
中
）

Ｂ
群
総
数
40
頭

オ
ト
ナ
オ
ス
３
頭

オ
ト
ナ
メ
ス
12
頭

ワ
カ
モ
ノ
オ
ス
２
頭

ワ
カ
モ
ノ
メ
ス
１
頭

コ
ド
モ
17
頭

ア
カ
ン
ボ
５
頭

大
量
捕
獲
数
27
頭

有
害
捕
獲
数
5
頭

捕
獲
後
推
定
数
7
頭

（
捕
獲
終
了
）

今
回
の
大

量
捕
獲
に
よ

り
両
群
共
、

個
体
数
が
減

少
し
群
管
理

は
、
し
易
く

な
り
被
害
の

軽
減
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

発
信
器
装
着

個
体
は
、
捕

獲
後
、
放
獣

し
た
よ
う
で

す
が
、
群
れ
に
合
流
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
。

群
れ
の
個
体
が
極
度
に

減
少
す
る
と
、
遊
動
域
を

他
の
群
れ
か
ら
守
れ
な
い

か
も
？
。
動
向
に
要
注
意
。

４
月
の
サ
ル
の
動
向

Ａ
群
は
、
４
月
初
旬
ま

で
は
青
蓮
寺
湖
で
、
中
旬

は
比
奈
知
湖
。
後
半
は
ま

た
青
蓮
寺
湖
周
辺
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
４
月
４
日

に
は
オ
ト
ナ
と
子
供
コ
ド

モ
11
頭
を
捕
獲
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
比
奈
知
ダ
ム

の
親
水
公
園
で
さ
く
ら
等

の
花
び
ら
や
新
芽
を
菜
食

し
て
い
る
現
場
を
目
視
も

し
て
い
ま
す
。

Ｂ
群
は
、
４
月
初
旬
は
、

宇
陀
市
の
西
谷
地
区
周
辺

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

11
日
～
13
日
頃
、
矢
川
や

一
ノ
井
地
区
で
受
信
が
あ

り
ま
し
た
。
14
日
以
降
は

三
本
松
周
辺
か
ら
西
谷
周

辺
を
遊
動
し
て
い
ま
す
。
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